
１ 
 

 

 

 

 
ホームページ http://fukuoka.rofuku.net/  メールアドレス roufuku@h8.dion.ne.jp 
 

Ｆｕｋｕｏｋａ ＲＯＦＵＫＵＫＹＯ                vol. 127 
 

２０１３年度地域労福協研修会 報告 
～ 協同組合と労働組合の連携で共助の輪を拡げよう！ ～ 
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【開催状況】 

地域労福協名 開催期日 開催場所 
参加 

人員 

主催者代表及び講師 

主催者挨拶 労 福 協 九州労金 全 労 済 

福 岡 地 域 労 福 協 09／01(日) 朝倉市・ﾊﾟｰﾚﾝｽ小野屋 28名 島村副理事長 大原専務 長野部長 岩木専務 

北九州地域労福協 09／24(火) 北九州市・真鶴会館 50名 髙 島 理 事 長 大原専務 長野部長 今泉課長 

北筑後地域労福協 10／04(金) 久留米市・ﾊｲﾈｽﾎﾃﾙ久留米 25名 山城副理事長 大原専務 長野部長 岩木専務 

京築田川地域労福協 10／09(水) 行橋市・金龍 21名 髙 島 理 事 長 大原専務 長野部長 岩木専務 

筑紫朝倉地域労福協 10／10(木) 筑紫野市・生涯学習ｾﾝﾀｰ 24名 山城副理事長 大原専務 長野部長 岩木専務 

南筑後地域労福協 10／20(日) 八女市・八女上陽ＧＣ 19名 髙 島 理 事 長 大原専務 長野部長 今泉課長 

遠賀川地域労福協 10／27(日) 久山町・ﾚｲｸｻｲﾄﾞﾎﾃﾙ久山 35名 髙 島 理 事 長 大原専務 長野部長 岩木専務 

 

筑紫朝倉地域労福協／主催者挨拶をする山城正一副理事長 

福岡地域労福協／主催者挨拶をする島村幸利副理事長 

福岡県労福協は、2013年度事業計画に則り地域労福協研修会

を 9月・10月において開催しました。各地域労福協にはその受

入準備をお願いし、7 地域労福協の協力により延べ 202 名のリ

ーダー・活動家の参加がありました。 

地域労福協研修会は今年度で 13回目となりますが、この間、

その時々の課題をテーマに掲げ開催してきました。2011年度で

は「労働運動、労働者福祉運動の理念・歴史、その伝承者とな

るリーダー・活動家の育成」、2012 年度では「国際協同組合年

を考察する」をテーマに開催しました。 

今年度は、過去 2年間のテーマにおける課題を具現化するた

め、私たちはどう行動すべきなのか！を主要課題とし、「協同

組合と労働組合の連携で共助の輪を拡げよう」をメインタイト

ルに掲げ、労福協・労働金庫・全労済の事業団体からそれぞれ

の立場での課題を提起しながら、情報を共有し認識統一を図る

ことを目的に開催しました。 

研修会では、福岡県労福協から「労働者自主福祉運動のサイ

クルを確立しよう」、九州労働金庫福岡県本部から「『新しい公

共』に向き合う“ろうきん”」、全労済福岡県本部から「労働組

合における共済の役割の変化とこれからのあり方」をサブタイ

トルとして講話を行いました。 

講話の柱は、労働組合と生協・労働金庫・全労済は、過去の

運動の歴史からも密接な関係にあることから、“事業団体(協同

組合)と労働組合は共に運動する主体である”ことを再認識し、

協同組合と労働組合の連携を更に強化する中で、協同組合の収

益や共助の仕組みを、メンバーだけでなく、広く社会に還元し

ていく公益(公助)の取り組みを推進していくことが急務。その

ためには、生協・労働金庫・全労済の産みの親とも言える労働

組合の役割が大きいことの認識統一と運動の強化でした。今後

は労働組合が組織内運動を第一義としつつも、その枠を越えた

社会運動への参画を推進することを期待するものです。 

★労働者自主福祉運動のサイクルを確立しよう 
★「新しい公共」に向き合う“ろうきん” 
★労働組合における共済の役割の変化と 

これからのあり方 

http://fukuoka.rofuku.net/
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第 16回連合福岡定期大会 

向こう 2年間の運動方針、第 14期役員の選出などを満場一致で承認 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ～南筑後地域労福協～ 地域だより
 

災害乗り越え一日も早い復旧復興を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 平成 24 年 7 月に発生した九州北部豪雨によって南筑後地域、特に八女市は

これまで経験したことのない大変な災害に見舞われました。全市域に及ぶ被害

内容は、一時避難 135ヶ所 6,659人、孤立集落 2,013世帯 7,817人、断水戸数

3,889世帯。 

建物被害については、全壊 161 棟、大規模半壊 40 棟、半壊 168 棟でこのう

ち住宅の被害は 61棟、大規模半壊 29棟、半壊 142棟。その他にも停電、電話

の不通等の被害が発生。特に固定電話、携帯電話の不通状態により地域間、地

域と行政、行政間の情報途絶が生じました。  

また、産業の分野でも基幹産業である農業において、水稲や電照菊、八女茶

やかんきつ類、ハウス等の生産施設被害を含め莫大な被害額となりました。 

道路や橋梁の損壊も深刻で被災から 1年 4ヶ月が経過した今も幹線道路で一

部迂回路が残り、仮設住宅で暮らす市民の方々も何十人を数え今なお不自由な

生活をおくっています。加えて経済的にも落ち込んでいますが、連合に集う仲

間の皆様方からの温かい見舞金カンパや義援金、復興応援物販、多数のボラン

ティア支援も頂き現地の皆様の励みになっています。現在、その災害を乗り越

え着実に復興の道を歩み始めていますが、まだまだ道半ば。これからです。 

 11 月からは本格的な紅葉の季節。釈迦岳や飛形山をはじめとする山々の素

晴らしい紅葉に加え、各地域での秋祭りなどイベントや八女の魅力が目白押し

です。 

 被災地の皆様の真の笑顔を取り戻すため是非多くの組合員の皆様、楽しい茶

の国やめへと皆様お出かけ下さい。 
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10月 29日、福岡市中央区の都久志会館で、第 16回連合福岡定期大会を

開催しました。大会は、太田副会長の開会挨拶に続いて、議長団に日教組・

高教組の宮崎さん、セラミックス連合の守田さんを選出して始まりました。 

冒頭に髙島会長が挨拶し、労働分野の規制緩和、春季生活闘争、組織拡

大、政策・制度要求など当面する諸課題について所見を述べながら、「働く

ことを軸とする安心社会」、「ディーセント・ワーク」の促進をめざした、

見える連合福岡、見える活動を展開していきたいとの考えを表明しました。 

「2013年度活動報告」、「会計決算報告」、「会計決算監査報告」などの報

告、第 1号議案「2014～2015年度運動方針（案）」、第 2号議案「2013年同

一般会計収支剰余金の処分（案）」、第 3号議案「2014年度予算（案）」、第 

 

4 号議案「規約改正（案）」、第 5 号議案「役員選出」などの議案審議

とも満場一致で承認されました。 

「役員選出」では、専従役員のうち、下田事務局長、青柳副事務局

長が退任し、後任に西村芳樹事務局長（自動車総連）、田井孝二副事務

局長（電機連合）が就任しました。また、連合福岡初めての女性専従

役員として、豊福明子組織・政治局次長があらたに就任しました。 

このあと、「ストップ・ザ・格差社会！すべての働く者の連帯で『安

心社会』切り拓こう！」という大会宣言、ディーセント・ワークの実

現に向けたアピールを採択し、浅山副会長の閉会の挨拶、団結ガンバ

ローで締めくくり、閉会しました。 

執行部を代表して挨拶する髙島喜信会長 

団結ガンバロウの音頭を執る髙島喜信会長 
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2013年度 南部労福協研究集会 inふくおか 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
［次第］ 
□特別講演Ⅰ（90分） 
 テーマ：「人は知識だけでは、自分のマネープランを見直さない」 
 講 師：㈱ＦＰユニオン Labo代表取締役社長 宮越 肇 氏 
□特別講演Ⅱ（60分） 
 テーマ：「脱法ハウス問題と住まいの貧国」 
 講 師：NPO法人自立生活ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰもやい理事長 稲葉 剛 氏 
□特別講演Ⅲ（60分） 
 テーマ：「労働団体・事業団体の連携について」 
 講 師：労働者福祉中央協議会副会長 渡邊和夫 氏 
□特別報告Ⅰ（40分） 
 テーマ：「労働金庫の課題と展望」 
 報告者：九州労働金庫常務理事 片山鉄郎 氏 
□特別報告Ⅱ（40分） 
 テーマ：「全労済西日本事業本部の今後の事業推進活動にむけて」 
 報告者：全労済西日本事業本部総務部長 寺下博康 氏 

労働者福祉南部ブロック協議会(南部労福協)は、10月 15日・16

日の両日、福岡市内のホテルにおいて、2013年度研究集会を開催し

ました。研究集会には九州・沖縄の各県から関係者 118名が参加を

しました。福岡県からは 28名が熱心に参加しました。 

研究集会は、桝田事務局長の司会で開会。冒頭、主催者を代表し

て森会長から挨拶があった後、来賓挨拶では、福岡県福祉労働部労

働局の家守労働局長、連合九州ブロック連絡会を代表して連合佐賀

の相川会長から連帯の挨拶がありました。 

 講演Ⅰでは、講師が労働組合顧問の経験から気付いた事案を中心

に講話があり、講演Ⅱでは、講師が住まいの貧困に取り組む中での

脱法ハウス問題や生活困窮者の住宅政策などについて講話があり、

第一日目が終わりました。 

 第二日目は 9 時から開会し、講演Ⅲでは、中

央労福協に設置された労働団体・事業団体連携

行動委員会の「利用促進グループ」と「共助拡

大作業グループ」での議論のまとめを中心に、

諸課題の提起がありました。特別報告では、九

州労働金庫並びに全労済から、それぞれの事業

方針と労働組合との連携強化による社会貢献の

あり方について報告と課題提起がありました。 

 閉会では、開催県である福岡県労福協の大原

専務理事から「研究集会で得た情報・知識を地

域運動に活かして欲しい」と挨拶があり、全日

程を終了しました。 

 

 

 

 

 

ｱｰｸﾎﾃﾙﾛｲﾔﾙ福岡天神で開催された研究集会模様 

中央労福協「事業団体・地方労福協合同会議」 福岡県労働者支援事務所との意見交換会 

中央労福協は 10月 8日・9日の両日、東京都内で関

係者 86名が参加するなか、2013 年度事業団体・地方

労福協合同会議を開催しました。 

合同会議では、最初に、中央労福協・各事業団体・

各ブロック労福協から、活動経過や活動計画等の報告

がありました。協議事項では、労働団体・事業団体連

携行動委員会の「共助拡大作業グループ」における議

論のマトメが提起され、質疑応答がありました。続い

て、11月 29日に開催される中央労福協第 61回定期総

会に係る運営と活動方針案が提起され、活動方針案に

対して質疑応答があり、一日目が終わりました。 

 二日目は、前日に引き続き、協議事項に対する質疑

を行いました。その後、消費者庁消費生活情報課の片

山課長と米山課長補佐から「消費者教育推進法と地

域・職域での消費者教育の推進に向けて」と題して、

消費者教育推進法の概要を中心に説明があり、若干の

質疑応答がありました。消費者教育推進法の基本方針

は、「誰もが、どこに住んでいても、生涯を通じて、

様々な場で、消費者教育を受けることができる機会を

提供する」というもので、その担い手は、国・地方、

行政・民間、消費者自身と幅広いものとなっています。 

合同会議の最後は、中央労福協・大塚事務局長から

合同会議の全体マトメを行い、二日間の会議を終了し

ました。 
 

福岡県労福協は、労働相談に係る諸問題への対策協

議を行うことを目的に、福岡県労働者支援事務所の労

働相談窓口担当者との意見交換会を10月17日に開催

し、労福協側から連合福岡及び連合福岡ユニオンの代

表者、ライフサポートふくおか相談員を含め 6名が出

席しました。なお、福岡県側は 4労働者支援事務所の

担当者を含め 10名が参加しました。 

意見交換会では、福岡県労福協の大原専務理事が司

会進行役を務め、各担当者から労働相談の概要や特徴

的な事例紹介を行いながら、課題や対策について意見

交換を行いました。また、連合福岡から非正規労働セ

ンターの概要について説明と報告があり、今後の連携

強化に向けた体制整備など、ネットワークの構築につ

いて意見交換を行いました。 
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 全労済は、営利を目的としない保障の生協として共済
事業を営み、組合員の皆さまの安心とゆとりある暮らし
をめざしています。出資金をお支払いいただいて組合員
になれば、各種共済をご利用いただけます。 

連合福岡 非正規労働センターを設立 
―全ての勤労者の働く環境の整備にむけて― 

 

連合福岡は 9月 28日、福岡市内において「非正規労

働センター設立シンポジウム」を開催しました。シン

ポジウムでは、設立準備会・上野事務局長から「非正

規で働く労働者が増えるなか、労働問題も多発してお

り、これらの問題解決と全ての働く人たちのディーセ

ントワーク(働きがいのある人間らしい仕事)を追求す

るため、連合福岡非正規労働センターを設立する」と

いう設立主旨及び具体的な取組み内容の提起があり、

了承されました。今後は、地域や学生への出前講座の

実施、行政機関への提言、労働相談窓口等との連携強

化など、運営委員会を設置するなかで、具体的な対応

を図ることとしています。 

 特別講演では、労働政策研究・研修機構の呉学殊研

究委員を講師に招き、「非正規労働と労働組合の役割」

と題して講演がありました。 

 
連合本部は、6 年

前に非正規労働セン
ターを立ち上げると
ともに、全国 47都道
府県にも非正規労働
センターの旗を掲
げ、非正規労働者と
正面から向き合う運
動を各地方連合会に
求めています。 

反貧困ｷｬﾗﾊﾞﾝ 2013「福岡ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ」 

11/22(金)18:30・博多ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙ会議室 

～人間らしい生活と労働の保障を求めて～ 

反貧困全国キャラバンは、誰もが安心して、希望を

もって暮らせるような「やさしい社会」の実現をめざ

し、反貧困活動を発信する取組みを全国各地で行って

おり、昨年に引き続き、本年も 8月から全国キャラバ

ンがスタートしています。 

福岡県では、9月 12日～14日に受入れ、久留米市・

福岡市・北九州市で街宣行動を展開しました。加えて、

11月 22日にシンポジウムの開催を計画しました。 

福岡シンポジウムは、次の要領で開催されますの

で、多くの方の参加をお待ちしています。 

□名 称：反貧困キャラバン 2013 福岡シンポジウム 
□日 時：2013年 11月 22日(金) 18時 30分～ 
□場 所：博多バスターミナル 9階大ホール 

(福岡市博多区博多駅中央街 2-1) 

□基調講演 
 テーマ「記者から見た日本の貧困の現実」 
 講 師～白井康彦 氏(中日新聞名古屋本社社会部編集委員) 

□ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ 白井康彦 × 池田和彦 
(筑紫女学園大学人間科学部人間科学科教授) 

 

□参加費：無料（事前申込不要） 
□主 催：反貧困キャラバン 2013福岡実行委員会 
□問合せ：福岡県労働者福祉協議会(092-263-3141) 

 

 

 

 

 

 

  

※別途保証料年 0.5%または年 1.0%が必要となります。 

最高100 万円 

※同一世帯、同一生計内の限度額です。ただし、育児

期間中のお子さまが2名以上いる場合は200万円

以内となります。 

ご返済期間：5 年以内 

※育児期間中のみ据置期間をご利用いただけます。 

（据置期間中は利息のみのご返済となります。） 

ご融資金額 

（1万円以上：1万円単位） 


